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１．工事場所　伊賀市緑ケ丘本町地内

・配置する　（　　　日　　×　　人　　＝　　　人　　）　　　・配置しない

㎡程度

㎡程度　　　　　・面積指定なし　　　　　　　　　　 　　　　　　　　(2.4.3)

・ＭＳ－２

Ⅰ　工事概要

・汲取り式：小便器、大便器×各1棟（工事用、施設利用者・職員用各々）、程度

※測定対象室及び測定個所数：

品質性能評価事業　建築材料等評価名簿」（最新版）（以下「評価名簿」という）

・建築工事標準詳細図　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・公共建築改修工事標準仕様書　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・公共建築工事標準仕様書　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

工 事 名　

　　(3)特記事項に記載の（　）内表示番号は建築改修工事標準仕様書の当該図又は当該表を示す。

　　　　○印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　○印が付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　(2)特記事項は、○の付いたものを適用する。

　　(1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

　　「公共建築改修工事標準仕様書（最新版）」（以下「改標仕」）による。

　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「公共建築工事標準仕様書（最新版）」

１．共通仕様

Ⅱ　建築改修工事仕様

            　　・行わない

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験　※簡易接着性試験　・引張接着性試験　　 　　　　　　　　　(3.7.8)

ｱｸﾘﾙ系・ＡＣ－１

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系・ＰＵ－２

ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系

変成ｼﾘｺｰﾝ系

ｼﾘｺｰﾝ系・ＳＲ－２

ｼﾘｺｰﾝ系・ＳＲ－１

施　工　箇　所材　　　種工　法

表面処理　※Ａ－１又はＢ－１　・ 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　(3.9.2)(d)

　　（本体幅　　㎜、板厚　※２．０㎜　・　　㎜、固定間隔　　㎜）

　・板材折曲げ型

　・押出２００形　・押出２５０形　・押出３００形　・押出３５０形　

部材の種類                                 　　　　　      (3.9.2)（c）(表3.9.1)

（Ｌ４Ｘ）　・行う　・行わない 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 (3.2.6)(c)(6)

 脱気装置　・設ける　・設けない

施　工　箇　所種　別工　法

 脱気装置　・設ける　・設けない

・S-M3(SI-M3)・Ｍ４ＳＩ

・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・Ｍ４Ｓ

・Ｓ３ＳＩ

・S-F1(SI-F1)・S-F2(SI-F2)・Ｓ３Ｓ

・Ｓ４ＳＩ

・S-M3(SI-M3)・Ｓ４Ｓ

・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・Ｐ０ＳＩ

・S-F1(SI-F1)・S-F2(SI-F2)・Ｐ０Ｓ

施　工　箇　所種　　　別工　法

　　　　　　製造所（製品名）

　　　　　・既存目地　寸法（㎜）２５×７０

伸縮目地　・アスファルト注入目地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.3.5)(f)

              　 ・設ける　・設けない

　 脱気装置（Ｐ０Ｄ及びＭ３Ｄ）　　 　　　　　　　　　           　(3.3.3)(b)(2)

　 施工標識　　　・設ける　・設けない

　 厚　さ（㎜）　・２５（両面スキン層付き、特定フロンを含まないもの）

   材　質　　　　・発泡プラスチック保温材（ＪＩＳ　Ａ９５１１）

断熱層工法の断熱材（Ｐ１ＢＩ、Ｐ２ＡＩ及びＴ１ＢＩ工法） 　　　　　　 (3.3.2)(h)

・ＡＳＩ－１・ＡＳＩ－２ 

・Ｐ０ＡＳ

・ＡＳ－４　・ＡＳ－５　・ＡＳ－６・Ｍ３ＡＳ

・ＡＳ－１　・ＡＳ－２　・ＡＳ－３・Ｍ４ＡＳ

・Ｐ２Ｅ

・Ｅ－１　　・Ｅ－２・Ｐ１Ｅ

・Ｃ－１　　・Ｃ－２・Ｍ４Ｃ

・Ｄ－１　　・Ｄ－２・Ｍ３Ｄ

・Ｍ４ＤＩ

・Ｍ３ＤＩ

・ＤＩ－１　・ＤＩ－２・Ｐ０ＤＩ

・ＢＩ－１　・ＢＩ－２・Ｔ１ＢＩ

・Ｄ－１　　・Ｄ－２・Ｐ０Ｄ

・ＡＩ－１　・ＡＩ－２・Ｐ２ＡＩ

・Ａ－１　　・Ａ－２・Ｐ２Ａ

・ＢＩ－１　・ＢＩ－２・Ｐ１ＢＩ

・Ｂ－１　　・Ｂ－２・Ｐ１Ｂ

施　工　箇　所種　　　別工　法

                                         　　　　　　  (3.2.2)(表3.3.1～表3.4.2)

・ＰＳ－２

養生方法　※塗替え改修部は、ｶ-ﾃﾝ脱着（ﾚ-ﾙ共）とする。　　 　　　　　　　(2.3.1)

外部足場の保護シート等による養生　※適用する　・適用しない　　　　　　　 (2.2.1)

構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　※利用できない

構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　※利用できない

受注者事務所の規模(単位:㎡)   　　　　　　　　　　　 　　    　　　　      (2.4.1)

※設置する

 (2.4.2)

・衣類ロッカー・冷暖房機器・消火器・湯沸器・掃除具

・加入電話の付属電話機（受注者が本電話機を設置する場合）

・ゴム長靴・雨カッパ・保護帽・懐中電灯

・机椅子・書棚黒板・製図板・掛け時計・温度計　　　　　　　　　　　　　(2.4.1)(b)

※設けない

　屋根　　　　装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

　内壁・天井　合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ塗り

　床　　　　　合板張り又はﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ張り

　部位等　　　仕上げ

　監督員事務所の仕上げ

　　面積　・15㎡程度　・20㎡程度　・35㎡程度　・65㎡程度　・100㎡程度

  監督職員事務所の規模(単位:㎡)

・設置する

・構内建物内の一部を使用する。      　　　　　                           (2.4.1)

合板又は石こうボードの塗装　・行う　※行わない

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2.3.2)(表2.3.1)

保管場所　※構内既存施設内

(2.2.1)(表2.2.1)

監督職員の承諾を受ける。

備えたものとする。尚、やむを得ず工事目的物の一部を置場として使用する場合には

※塗料、油類等の引火性材料の貯蔵所は関係法令等に従い適切な規模、構造、設備を

書を監督員に速やかに提出すること。

工事施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督員に通報するとともに、事故の発生報告

在来にならい補修する。

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げ共

　　設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受ける。

施工図

　※駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

　※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　※図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

　※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

施工範囲

と協議すること。

※箇所数は外観４面各室２面程度とする。規定の箇所数が確保できない場合には、監督員

・ｱﾙﾊﾞﾑ１部(大きさ335㎜×290㎜程度、ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版)

※台紙貼り１部（ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版）

７　ｼｰﾘﾝｸﾞ用材料

６　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

　　表面の仕上塗装

５　既存塗膜防水層

４　塗膜防水

　　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

３　合成高分子系

１　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
３
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

ＣＡＤデータの提出（※要　・不要）ただし、提出できない場合は監督員との協議による。

ＣＡＤによる作成　（※要　・不要）ただし、作成できない場合は監督員との協議による。

完成図の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

※完成図作図範囲　（すべての図面）

※作成する　　　　（※完成図　・保全に関する資料）　　　　　　　　　　　(1.8.2)

は被写体に巾広テープを添えて撮影する。（Ｅ版1部）

工事中　－　進捗状況の撮影記録をすると共に、特に竣工後、隠ぺい又は埋設される部分

着工時　－　敷地及び周辺の道路、建築物、工作物等の現況の撮影。（Ｅ版1部）

限り使用する。

※排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対策型建設機械をできる

限り使用する。

※低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された建設機械をできる

※公共建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工

法による。

※報告書　2部

※測定方法（※パッシブ法　・アクティブ法）

（　　　）ベンゼンベンゼンアルデヒド
スチレンキシレントルエン

その他パラジクロロエチルホルム

※測定対象化学物質（○で示したものとする。）

※測定する　・測定しない   　　　　　　　 　　　　   　　　　　　　　　　(1.6.6)

※職種別に可能なものについては積極的に活用すること。　　　　             (1.6.2)

補修方法　※図示　・　　　　　　　　　 　　　　　             　　　　　 (1.5.3)

調査方法　※図示　・　　

調査範囲　※図示　・　 　　　 　　　　　 　　　　　   　　　　　         (1.5.2)

た化学物質等を室外へ放出させること。

時間をとるものとする。また、施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に発散し

※接着剤及び塗料の塗布にあたっては、使用方法及び塗布料を十分に管理し、適切な乾燥

の他什器等は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないか、発散が少ないものとする。

発散が少ないものとする。これらの建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台、そ

散が少ないものとする。塗料は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、

可塑剤を使用し、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、発

のとする。接着剤は、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ブチル及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有しない難揮発性の

とする。保温材、緩衝材、断熱材はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散の少ないも

の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂及び仕上げ塗材は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないか、発散の少ないもの

※合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他

再生資源についても利用促進を図るものとする。

また、建設工事で得られた再生資源の活用はもちろんのこと、他産業の廃棄物で得られた

　品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

及び別記記載の資材及び見積りメーカー（参考）又はこれらと同等とする。

※本工事に使用する建築材料等は、建設大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等

14　その他

13　工事用電力

12　工事用水

11　仮設便所

10　交通誘導員

９　材料倉庫

８　受注者事務所

　　　　　の備品等

６　監督員事務所

５　監督員事務所

４　仮設間仕切り

     ｶｰﾃﾝ等の養生

３ 既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

２　材料、撤去

１　外部足場

７　危険物貯蔵所

22　事故報告

21　養生その他

　　　　　　取合い

20　設備工事との

（マニフェストE票の写しを提出すること。）

関係法令に従い適切処理し、監督員に報告する。

法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他

・引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する

19　完成写真

・引渡を要するもの、再生資源の利用を図るものについては調書作成し、監督員へ提出すること。

  ・建設発生木材

　・セメントコンクリート塊

　・アスファルトコンクリート塊

・再生資材の利用を図るもの

・現場において再利用を図るもの(                　　　　)

    処理方法(                      )

・特別管理産業廃棄物  ※有(              )

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　）  　　　　　　　 (1.3.8)

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

 (1.3.3)　・電気保安技術者　　※適用する

 (1.3.2)　・施工管理技術者　　※適用する

 (1.3.1)

 (1.2.4)

 (1.2.1～1.2.3)

 (1.1.8)

 (1.1.5)

特　記　事　項

※設計図書に適合する工事目的物を完成させるために、施工管理体制を確立し品質、工程

する。

※工事の記録は監督職員の指示した事項及び監督職員と協議した結果について記録を整備

　1）実施工程表　　2）施工計画書　　3）施工図等

※工事の着手に先立ち以下のものを作成し、監督職員の承諾を受ける。

部分に不都合が認められた場合は、監督職員と協議する。

計図書によることが困難又は不都合な場合、並びに設計図書に記載されていない見え隠れ

※設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設

の適正化の促進に関する法律に従ってこれを行うとともに、監督職員に提出する。

※施工体制台帳及び施工体系図の作成については、建設業法及び公共工事の入札及び契約

18　完成図

17　工事写真

　　建設機械の使用

16　排出ｶﾞｽ対策

　　　　　の防止

15　騒音・振動

14　特別な材料

　　　　　の工法

　　　　　濃度測定

13　化学物質の

12　技能士

　　破壊部分の補修

11　調査のための

10　施工数量調査

　　　　安全管理

９　施工中の

８　建築材料等

７　発生材の処理等

１　適用基準等
１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

項　　目章

５　工事現場管理

４　工事関係図書

　　協議等

３　疑義に対する

２　書類の書式等

※進捗条件は下記のとおりとするが、現場の実情に応じて変更することもある。

　・監督員と協議し決定する。   　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　   (1.3.5)

６　施工条件

・指定あり（    棟別の施工順序　　※指定なし　

    施工可能時間帯　　※指定なし　・８時３０分　～１７時

    工事車両の駐車場　※指定なし　・指定あり（普通教室棟 北側　図示）

 　 施工可能日　　学校を運営しながらの工事となる為、学校と調整協議の上、決定とすること。

）

くさび緊結式足場

また、品質が求められる水準以上であれば、市内生産品の優先使用に努め

「みえ・グリーン購入基本方針」に準ずること。

、安全等の施工管理を行う。

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　　　　　　　　　　 　　　(表2.2.2)

1

既設木枠～ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

31

２．工事内容　

普通教室　 18室、特別支援教室　２室、少人数教室　１室

緑ケ丘中学校教室棟内部建具改修工事

コンピューター室　１室

緑ケ丘中学校教室棟建具改修工事

緑ケ丘中学校教室棟内部建具改修工事
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ＰＲＯＪ ＥＣＴ　ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　ＮＯ．

－2

３～５・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り・25㎜角以下
・ユニットタイル

３～４・マスク貼り　　・25㎜角を超え小口ﾀｲﾙ未満

ﾀｲﾙ側３～４

下地側４～６・改良圧着貼り
・小口ﾀｲﾙ以上二丁掛け以下・外装タイル

４～７・改良積上げ貼り　　

５～８・密着貼り

塗り厚(㎜)工　　法タイル寸法タイルの種類

種類 　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　 　　 (表4.5.3)

タイル貼替え工法　　　　　 　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　(4.5.8)

　　　　　　（ｺﾆｼﾎﾞﾝﾄﾞCPｱﾝｶ-ﾋﾟﾝ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法程度）

　範囲1.0ｍ2以下の場合（＠330*330）

　長さ1.0ｍ、巾0.2ｍの場合（＠200）

　　　　　　　　　 ・使用する　・使用しない

　　　　　　 貼付用モルタル及び目地材の既成調合材料

   　 ・ｴﾎﾟｷｼ樹脂による貼替え

種類　・ポリマーセメントモルタルによる貼替え

タイル部分貼替え工法　　　           　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.7)

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法　　　　　　　　　 (4.4.15)(図4.4.4)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　　　　 (4.4.14)(図4.4.4)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　 　　　(4.4.13)(図4.4.3)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法　　　　　　　 　　　　　　(4.4.12)(図4.4.2)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　　　(4.4.11)(図4.4.2）

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　　　 (4.4.10)(図4.4.1)

　範囲1.0ｍ2以下の場合（＠250*250）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.2 (j))(表4.2.4(その1)(その2))

※つやあり　・つやなし　

・合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス(SUS316)製

※Ｂ－１

・再使用する（図示による　※一部、撤去）　※再使用しない　　　　　　　(5.1.6(c))

・撤去工法　（※はつり工法　・引抜き工法）

面内変形追随性種　　類

断熱性遮音性種　　類

水　密　製気　密　性種　　類

鋼製建具の性能等級 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　(5.3.2)(表5.3.1)

・１６メッシュ　・１８メッシュ

網目

防虫網の材質 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.3(e))

化成皮膜の上に塗装・Ｄ

着色陽極酸化皮膜・Ｃ－２
ＡＡ６JIS H8601

無着色陽極酸化皮膜・Ｃ－１

着色陽極酸化塗装複合皮膜・Ｂ－２
ＢJIS H8602

無着色陽極酸化塗装複合皮膜

着色陽極酸化皮膜・Ａ－２
ＡＡ１５JIS H8601

無着色陽極酸化皮膜・Ａ－１

種　　類規格番号表　面　処　理種　　別

アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理の種別　　　　　 　　　　　　(表5.2.2)

・耐震ドアセット

面内変形追随性

・断熱サッシ・防音サッシ

・断熱ドアセット・防音ドアセット

断熱性遮音性

枠の見込み寸法　100mmＷ－５Ａ－４Ｓ－６・Ｃ種

Ｓ－５・Ｂ種
枠の見込み寸法　70mmＷ－４Ａ－３

Ｓ－４・Ａ種

備　　考水密性気密性耐風圧性種　別

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級　　 　　　　　　       (5.2.2)(表5.2.1)

・製作する　・製作しない           　　　　　　　　　　                  (5.1.5)

・かぶせ工法（・カバー工法　・持出し工法　・ノンシール工法）　 　　　　　(5.1.3)

（注）つやなし及びメタリックは、可とう形複層塗材及び防水形複層塗材には適用しない。

・つやあり　・つやなし　・水系
・ふっ素系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系

・つやあり　・つやなし　・水系　　シリコン系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系・アクリル

・水系

・つやあり　・つやなし　・弱溶剤系・ポリウレタン系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系

・つやあり　・水系・シリカ系

・つやあり　・つやなし　・水系

・つやあり　・つやなし　・弱溶剤系・アクリル系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系

外　　　　観溶媒種類樹脂種類

複層仕上塗材の上塗材の種類　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　(表4.2.4) 

下地調整　（※下地調整塗材　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・防水形仕上塗材主材）

・水洗い工法

・塗膜はく離剤工法

・高圧水洗工法

※サンダー工法

処　理　範　囲工　　法

既存塗膜等の除去及び下地処理　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  (4.6.3)

種　　類

種　　類種　　類

JIS H4001

種　　類

※ゆず肌状 ※ローラー

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材CE

・複層塗材ＲＳ

・複層塗材ＲＥ　　（建築用仕上塗材）
・吹付け・凸部処理

・複層塗材Ｅ　　ＪＩＳ Ａ 6909

・複層塗材Ｓｉ・複層仕上塗材

　　複層塗材ＣＥ

・可とう形

・複層塗材ＣＥ
６　鋼製建具

・ひき起し

・ローラー・凹凸状

・こて・平たん状・外装厚塗材Ｅ

・凸部処理・外装厚塗材Ｓｉ
・吹付け

・吹放しス
 
タ
 ッ
 
コ
 状

５　網戸
・掻き落とし　　（建築用仕上塗材）

・ひき起し　　ＪＩＳ Ａ 6909
・こて

・凹凸状・厚付け仕上塗材

・平たん状・外装厚塗材Ｃ

・凸部処理
・吹付け

ス
 タ
 
ッ
 コ
 
状

・吹放し

・吹付け・砂壁状・外装薄塗材Ｓ

・吹付け・凹凸状

・さざ波状　　外装薄塗材Ｅ
・ローラー

・ゆず肌状・防水形

・さざ波状
・ローラー

・ゆず肌状

・凹凸状
・こて

・平たん状　　外装薄塗材Ｅ

・ゆず肌状・可とう形
・吹付け

・砂壁状

・こて
・着色骨材砂壁状

・吹付け

・さざ波状
・ローラー

・ゆず肌状

・凹凸状
・こて

・平たん状　　（建築用仕上塗材）

・ゆず肌状・外装薄塗材Ｅ　　ＪＩＳ Ａ 6909
・吹付け ４　ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・砂壁状・薄付け仕上塗材

・さざ波状
・ローラー

・ゆず肌状　　外装薄塗材Si
３　ブラインド

・ゆず肌状・可とう形
・吹付け

・砂壁状・外装薄塗材Si
２　見本の製作

工　法仕上形状呼び名種　　類

※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆
１　改修工法

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

５
 
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

　せっ器質タイル

　磁器質タイル

　タイル貼替用エポキシ樹脂

　ポリマーセメントスラリー

　ポリマーセメントモルタル

　エポキシ樹脂モルタル

　パテ状エポキシ樹脂

　可とう性エポキシ樹脂

                  規塗膜に支障のないもの

　　　　　　　　　仮止めシール材等はエポキシ樹脂製造所の指定する製品で既存及び新

　　　　　　　　　・低粘度形　・中粘度形

　エポキシ樹脂　　ＪＩＳ　Ａ６０２４（建築補修用注入エポキシ樹脂）

材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　 　　　　　　 (4.2.2)(a)

　検査　シーリング接着性試験　・行う（・簡易接着性試験）　・行わない

  目地　伸縮目地（位置　　　　　　　　寸法　　　　×　　　　）

伸縮目地改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(4.5.16(b))

目地ひび割れ改修工法　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  (4.5.16(a))

・特注品・無釉・せっ器

・標準色・施釉・磁器

色うわぐすりきじ形　状　寸　法

・凹凸模様 ・吹付け

　　　（日本樹脂施工協同組合程度）

種類　・エポキシ樹脂モルタル充てん

充てん工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    (4.3.7)(4.4.8)

　　仕上げ

５　仕上塗材

モルタル塗替え工法　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　(4.4.9)

　　　・ポリマーセメントモルタル充てん

４　目地改修工法

　　　・可とう性エポキシ樹脂シール

種類　・パテ状エポキシ樹脂シール

シール工法　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　(4.3.6)(4.4.7)

※複層仕上塗材塗り

※目地ひび割れ部改修工法

※タイル部分貼替え工法

※充てん工法

※Ｕカットシール材充てん工法

※充てん工法

※Ｕカットシール材充てん工法

※充てん工法

※Ｕカットシール材充てん工法

・その他 ・ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し面改修工法（ﾆﾁｴ-吉田若返りｼｽﾃﾑ程度）

シーリング用材のうえにポリマーセメントモルタル充てん

　　　・行う　・行わない

　　　・可とう性エポキシ樹脂充てん平滑仕上（巾10mm*深さ10mm以上）

　　　　　庇

　仕上げ　軒裏

・調査範囲　※全面　・外壁（吹付塗装部分） 

種類　・シーリング用材充てん（・ＰＵー２　・　　　　）

Ｕカットシール材充てん工法　　　　　           　　　　　　　　　　　　　(4.3.5)

　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　　　注入量（　　　）注入孔間隔（　　　）

　　　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　　　注入量（　　　）注入孔間隔（　　　）

樹脂注入工法　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　 　(4.3.4)(4.4.5)(4.5.5)

・マスチック塗材塗り

・各種塗料塗り

・厚付け仕上塗材塗り

・薄付け仕上塗材塗り・吹付部・塗り仕上げ

・伸縮目地改修工法

・目地

・タイル貼替え工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入タイル固定工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法・浮き部

・モルタル塗替え工法

・欠損部

・シール工法

　仕上げ外壁

・樹脂注入工法・ひび割れ部

・モルタル塗替え工法

・充てん工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法・浮き部

・モルタル塗替え工法

・欠損部

・シール工法

　仕上げ　外壁

・樹脂注入工法・ひび割れ部・ﾓﾙﾀﾙ塗り

・欠損部

・シール工法

・樹脂注入工法・ひび割れ部・ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

改　修　工　法種　　類外　　壁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(4.1.4)

　調査業者　受注者、もしくは材料メーカーの指定する施工業者とする

　　　　　　（立面図等に記載、必要に応じて写真添付）

　　　　　　・足場　・枠組　・ゴンドラ

　　　　　　浮き部

　　　　　　はがれ及びはく落部分

※行う　・行わない

・ブリッジ工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　(3.7.7)

・拡幅シーリング再充てん工法（拡幅幅　　㎜、拡幅深さ　　㎜）           　(3.7.6)

・シーリング再充てん工法（既存シーリング除去）　　　　　　　　　　　　　 (3.7.5)

・シーリング充てん工法　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(3.7.4)

※注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

３　改修工法等

２　改修工法の種類

１ 施工数量
４
 
外
　
壁
　
改
　
修
　
工
　
事

　　　　工法の種類

８　ｼｰﾘﾝｸﾞ改修

・調査項目　ひび割れ部（幅0.2㎜、0.2㎜～1.0 ㎜、1.0㎜以上）

・タイル貼り

カーテンボックス等

製建具

・ブリッジ工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　(3.7.7)

・ 調査方法　・ 目視、打診等　及びミリスケール計測等

種類　・ 自動式低圧ｴﾎ゚ ｷｼ樹脂注入　ボンドシリンダー工法　コニシ程度

自主検査　・ 行う　 ・ 行わない

（ 単性弾性塗材）

・ 報告書　　工事打合簿として２部、監督員に提出
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　・モルタル下地　・木下地　・その他（　　　　　　　）

※Ａ種

※Ａ種

※Ａ種（ただし、見掛かり面）

　※行う　・行わない

・Ｂ種
不透明塗料塗りの場合

・Ｂ種の場合

透明塗料塗り

・Ｂ種　　又は

生地のまま

等　　　級部　材　名　称使用箇所

造作材の等級　　　  　　　　　　　    　　　　　    　(6.5.2(a)(2)(ⅴ))(表6.5.3)

等　　級部材名称等　　級部材名称等　　級部材名称

構造材及び下地材の等級　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.5.2(a)(2)(ⅳ))

※Ａ種　・Ｂ種造作材

※Ａ種　・Ｂ種構造材、下地材

種　　　別部材、下地材

木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）　　　　　　　　　　(6.5.2(a)(1))(表6.5.2)

表面仕上げ　   ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　(6.5.1(c))(表6.5.1)

　（　図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法　 　　　　　　　　        　(6.3.2)

　※施工範囲及び施工によって汚れが生じた範囲　　・（　　　　　　）

改修後の床の清掃範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(6.2.2(c))

　・機械的除去工法　・目荒工法

合成樹脂塗り床材の除去等　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 (6.2.2(a)(2))

浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去

既存床仕上げ材の除去等　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.2.2(a)(1))

４　木下地等

　　　　　下地補修

３　既存壁撤去、

　　　　　下地補修

２　既存床撤去、

５mm

　（ﾛｯｸﾍﾟｲﾝﾄ水性ｱ-ﾙﾈ-ﾄ程度）

　※水性ウレタンクリヤ－（床用）塗のうえワックス塗り

　・ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形、Ｂ種）

　・生地のままワックス塗り

種別   ※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　 　　　　　　　　　(6.12.2)(表6.12.1)

・無垢フローリング　（根太張用）

※洋材

塗装　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　    (6.11.7(b))

・　・　・　・モザイクパーケット　（直張用）

大きさ厚　さ樹　種材　　　種

・複合３種フローリング（直張用）

・複合２種フローリング（直張用）

・複合１種フローリング（直張用）

・　・フローリングブロック（直張用）

※なら・フローリングボード　（直張用）

樹　種材　　　種

・接着工法　　　　　　　　　　　　　　　　(6.11.6)(表6.11.1)(表6.11.2)(表6.11.4)

※Ｃ種・３種

・Ｂ種・２種

・　・Ａ種・１種・複合フローリング　（根太張用）

・フローリングボード（根太張用）

樹　種種　別種　別材　　　料

・釘留め工法　　　 　　　　　　　　　   　　　　　　(6.11.5)(表6.11.2)(表6.11.3)

303×303１５※なら

備　　　考大きさ厚　さ樹　種

フローリングブロック(単位:㎜)

・モルタル埋込み工法　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(6.11.4)(表6.11.1)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ホルムアルデヒドの発散量

　・薄膜流し展べ仕上げ　・厚膜流し展べ仕上げ　・樹脂ﾓﾙﾀﾙ仕上げ　・防滑仕上げ

エポキシ樹脂塗り床の仕上げ種類 　　　　　　　　　　(6.10.3(c))(表6.10.4～6.10.7)

　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

弾性ウレタン塗り床の仕上げ種類、行程　　　　　　　　　　　 (6.10.2(b))(表6.10.3)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

　熱溶接工法　・適用する　・適用しない

ビニル床シート張り　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.3(b))

下地   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(6.8.3(a))

工法

備　　　考厚　さ色　　　柄

・ゴム床タイル　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　(6.8.2(e))

備　　　　考高　さ厚　さ

・ビニル幅木　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　   (6.8.2(d))

備　　考厚　さ性　　　能種　　　類

・その他　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(3))

備　　考形　　　状種　　　類

・視覚障害者用床タイル　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(2))

・　

辺材部分には、防虫処理を行う。

備　　　考

※屋外２５形

10　畳敷き  

・１９形　・２５形

機能・場所

・防滑性ビニル床シ－ト

・ビニル床シート　【ＪＩＳ　Ａ５７０５（ビニル系床材）】 　　　       (6.8.2(a))

備　　考厚　さ性　　　能種　　　類

・帯電防止床タイル　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(1))

備　　考厚　さ性　　　能種　　　類

・帯電防止床シート　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(1))

備　　　考厚　さ種　　　類

厚　さ種類の記号 備　　　考

・ビニル床タイル　【ＪＩＳ　Ａ５７０５（ビニル系床材）】　　　　　　　(6.8.2(b))

　・使用する（引張試験）　※使用しない

　※６５形

　・４５形

材料　    　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.2)

既存埋込みインサート　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　    　(6.6.4(a)(1))

・１９形　・２５形・野縁受け

・１９形　・２５形・ダブル野縁

９　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

・シングル野縁

種　　　類部　　材

野縁等の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.6.2)(表6.6.1)

　・１００形

　・９０形

８　合成樹脂塗り床 スタッド、ランナーなどの種類       　　　　　　　　　　　　　　(6.7.3)(表6.7.1)

防ぎ処理　・施工する　・施工しない

防腐処理　・施工する（　　　　　　）　・施工しない

　厚さ5.5㎜合板の接着程度　（　　　　　　　　　　　　）

床張り用合板

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ホルムアルデヒドの放散量

　表面仕上材の化粧単板の樹種（　　　　　　　）　厚さ（　　　　　　　）

化粧ばり造作用集成材

厚　さ単　材　の　樹　種部材名称

造作用集成材

接着性能樹種名材面の品質強度等級品　　名部材名称

構造用集成材

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ホルムアルデヒドの放散量

集成材　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(6.5.2(b)(c))

代用樹種の使用　・禁止する　・禁止しない　　 　　　　　　          (6.5.2(a)(3))

等　　級

※シーリング材

※ひし網　・角網

４mm

　　ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ張り

　　　及び

　　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

７　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、

　・行わない

　・行う（図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修　　　 　　 　　　　　　　　　　　(6.1.3(f))

６　軽量鉄骨天井下地

　（図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲　 　　　　　　　 　(6.1.3(c))

図示による・　床

図示による・　壁

図示による・天井

５　軽量鉄骨壁下地

改修部分

既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲　 　 　　　　　　　　　(6.1.3(b))

　スを用いる場合を除く））

　※表5.12.1による（枠見込み７０㎜のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の場合（強化、合わせ、倍強度ガラ

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

・シーリング材　　・　ステンレス製

・シーリング材　　・ガスケット鋼製

・　アルミニウム製

　　(枠見込み70㎜の引違い、片引き障子の場合)・ガスケット

※グレイジングチャンネル形

建具の種類

・倍強度ガラス

・内面　・外面反射皮膜・熱線反射ガラス

・複層ガラス

・熱線吸収板ガラス

・強化ガラス

・合わせガラス

材料板ガラスの種類及び厚さ等

・線入り板ガラス

6.8mm・網入り板ガラス

・フロート板ガラス

厚　さ

・型板ガラス

備　　　　考

種　　　　　類

改　　修　　範　　囲

マスターキー　※製作する　・製作しない　　　 　　　　　　　　　　　　　　(5.6.4)

　・溶融亜鉛めっき鋼板　・ステンレス鋼板

ガイドレール　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(5.11.3)

　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形

収納形式

　・バランス式　・チェーン式　・電動式

開閉方式

　・５０　　・７５　　・１００　　・１２５

耐風圧強度

　・スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　・ファイバーグラスタイプ

セクション材料

型式及び機構　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(5.11.2)

　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

　・材質　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スラットの材質及び形状

　・５０　　・６５　　・８０

耐風圧強度

　・上部電動式（手動併用）　・手動式

開閉形式                         　　　　　         (5.10.2)(表5.10.1)

　・設置する　・設置しない

シャッターケース

　・上部電動式（手動併用）　・上部手動式

開閉機能　　　　   　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(5.9.2)(表5.9.1)

　・５０　　・８０　　・１２０

耐風圧強度

　・一般重量ｼｬｯﾀｰ　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ　・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　・防煙ｼｬｯﾀｰ

種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  (5.9.2)

凍結防止措置　・行う　・行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.7.3(f))

　・ペダルスイッチ　　　　　・押しボタンスイッチ

　・熱線スイッチ　　　　　　・光電スイッチ　　　　　　・タッチスイッチ

  ・光線（反射）ｽｲｯﾁ　　　　・音波スイッチ

  ・マットスイッチ　　　　　・電子(電磁)ﾏｯﾄｽｲｯﾁ

センサの種類　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　         (5.7.3)(表5.7.3)

  ※改標仕表5.7.2による　・（　　　　　　　　　）

スイングドア用自動ドア開閉装置の性能値　　　　　　　　(5.7.2)(b)(2)

　※改共仕表5.7.1による　・（　　　　　　　　　）

スライディングドア用自動ドア開閉装置の性能値　　 　　　　　　　　　(5.7.2)(b)(1)

　・スイングドア　　　（・片開き　・両開き）

　・スライディングドア（・片引き　・引分け）

１　一般事項

開閉方法　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.7.3)

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

  ※改標仕表5.6.1(その1)(その2)による

金物の見掛かり部等の材質  　 　　　　　　　 　　　　　　　　　  　　     (5.6.2)

曲げ加工　　・普通曲げ　・角出し曲げ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　(5.5.5)

面内変形追随性種　　類

断熱性種　　類遮音性種　　類

15　ガラスとめ材

水　密　製気　密　性種　　類

ステンレス製建具の性能等級 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.5.2)

面内変形追随性種　　類

断熱性種　　類遮音性種　　類

気　密　性種　　類

14　ガラス

鋼製軽量建具の性能等級　※建具表による　　　　　(5.4.2)

13　ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

12　軽量シャッター

11　重量シャッター

　　　　開閉装置

10　自動ドア

９　建具用金物

８　ステンレス製建具

７　鋼製軽量建具

板ガラス　 　　 　 　 　  　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　　 　 (5. 13. 1)

　 　 　 　　 　 　 　 　  　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　　 　 　 (5. 13. 3)

5mm（学校用）　※磨板　　・型板
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※無黄変型水性1液ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料（屋内外　　　　　程度）

※顔料系木部着色材　　　　　 （屋内外　　　　　程度）

・塗布　　２回（　　　　　程度）

※無黄変型水性1液ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料（屋内床　　　　　程度）

（　屋内　鉄部　　　　　程度　　木部　　　　　程度　）

（　屋内　ボ－ド面等　　　　　程度　）

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

※９．５(不燃)

木部　汚れ・付着物除去のうえ、水性ｽﾃｲﾝ１回、水性ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔ-3回塗り

木部　・Ａ種　・ＲＡ種　※Ｂ種　・ＲＢ種　・既設床面ｻﾝﾀﾞ-掛けのうえ、3回塗り

種別

　　（　※11節　※12節　・14節　）を適用とする

しみ止め　　 　※下塗りに先立ち水性シ－ラ－処理を行う

しみ止め　　 　※下塗りに先立ち水性シ－ラ－処理を行う

その他　※ＲＣ、モルタル、石膏ボ－ド面下地等の塗替え及び新規

種別（既存塗膜がＳＯＰ、ＶＰ塗等をＥＰ-Ｇ塗に塗替える場合）

(表7.18.2)

木部

木部　・Ａ種　※Ｂ種

(7.18.2)

(表7.18.1)木　部　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

鉄鋼面　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(7.17.2)(表7.17.1)

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(7.16.2)(表7.16.1)

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(7.15.2)(表7.15.1)

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ－１種　・Ｃ－２種　・Ｃ－３種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(7.14.2)(表7.14.1)

鉄鋼面及び亜鉛めっき面　　　　　　・Ａ種　※Ｂ種

コンクリート、モルタル、プラスター、せっこうボード、木部

種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.13.3)(表7.13.1)(表7.13.3)

種別 　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　 　　　　　　　　　　　(7.12.2)(表7.12.1)

亜鉛めっき面　　　※Ａ種　・Ｂ種

鉄鋼面　　　　　　※Ａ種　・Ｂ種

種別 　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　 　　　　　　　　　　　(7.11.2)(表7.11.1)

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面　　・Ａ種　・Ｂ種

亜鉛めっき面　　　・Ａ種　・Ｂ種

鉄鋼面　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　(7.10.2～7.10.4)(表7.10.1～7.10.3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面　　・Ａ種　・Ｂ種

亜鉛めっき面　　　・Ａ種　・Ｂ種

鉄鋼面　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　(7.9.2～7.9.4)(表7.9.1～7.9.3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面　　・Ａ種　・Ｂ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　(7.8.2～7.8.4)(表7.8.1～7.8.3)

種別　 　　 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　(7.7.3)(表7.7.1)

下地調整　 ・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種　 　　　　　　　　　　　(7.7.2)(表7.7.1)

 種別　 　 ・Ａ種　※Ｂ種　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(7.6.2)(表7.6.1)

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種・鉄鋼面及び亜鉛めっき面

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種・木部

種　　別・下　　地

種別　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(7.5.2～7.5.3)(表7.5.1～7.5.2)

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種・ 亜鉛めっき面

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種・ 樹脂、鋼鉄面（ 竪樋、養生管）

種　　別・下　　地

種別　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　     (7.4.3～7.4.5)(表7.4.1～7.4.3)

塗料種別　※１種　・　  　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.4.2)

・ 木部（ 建具枠等）

（ＳＯＰ）

（ＦＥ）

（ＡＥ）

（２-ＦＵＥ）

（２-ＡＳＥ）

（２-ＵＥ）

（ＥＰ-Ｇ）

（ＥＰ）

（ＥＰ-Ｍ）

（ＥＰ-Ｔ）

（ＵＣ）

（ＣＬ）

（ＯＳ）

（ＳＵＣ）

　・次の箇所を除き防火材料とする。（ 箇所                   ）

20　打放し保護材

　　ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔ-塗り

19　水性ｽﾃｲﾝ・水性

JPMS-21JIS K 5621JIS K 5625

　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする  　　　　　　　　  　　　　　(7.1.3)(b)

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・Ｆ☆☆☆ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (7.1.3)(ａ)

建物内部に使用するﾕﾘｱ樹脂等を用いた塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

鉄鋼面錆止め塗料　※Ａ種（屋外、屋内）　・Ｂ種（屋内）　・Ｃ種（屋内）

※水性シ－ラ－　・変性エポキシ樹脂プライマ－

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

塗料種別  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 (7.3.2)(表7.3.1)

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・せっこうボード、その他ボード面

・押出成形セメント板面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・コンクリート、ＡＬＣパネル面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・モルタル面、プラスター面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・亜鉛めっき面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・鉄鋼面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・木部

種　　別下　　地

 種別　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　(7.2.2～7.2.7)(表7.2.1～7.2.7)

18　屋内水系塗料

17　ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り

16　ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り

　　　ワニス塗り

15　ウレタン樹脂

　　　　塗料塗り

　　　ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ模様

14　合成樹脂

　　　塗料塗り

13　多彩模様

　　　ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

12　合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ

　ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

11　つや有合成樹脂

　　　エナメル塗り

　　　ふっ素樹脂

10　常温乾燥形

　　　エナメル塗り

９　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

　　　エナメル塗り

８　２液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ

錆止め塗料塗り種別　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　 (7.3.3)(表7.3.3～7.3.4)

程　度

品質の

ｽﾃｱﾀｲﾄ
素地質

防　火　種　別品 質 の 程 度施　工　箇　所

・1-1　・1-2　※5-1　

※1-1　・1-2　・5-1　

・1-1　※1-2　・5-1　

亜鉛めっき面　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

鉄鋼面　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

壁紙施工用でん粉系接着剤、ﾕﾘｱ樹脂等を用いた接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

　上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

・　・　

部分的に後張りとしなければならない箇所・　・３級

※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、・２５・２級

施　工　箇　所厚さ(mm)難燃性

断熱材現場発泡工法　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.5.3)

　上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

・　・　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

・　

・２５　　・　・保温板３種ｂ

・２５　　・　・保温板２種ｂ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・　・　・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

施工箇所厚さ(mm)種　　別種　　類

断熱材打込み工法        　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.5.2)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ルデヒドの発散量

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材のホルムア

　・壁タイル接着剤張り

　・積上げ張り

工法　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　(6.16.1)(表6.16.6)(表6.16.7)

　見本焼き　・行う　※行わない

　試験張り　・行う　※行わない

試験張り、見本焼き等　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 (6.16.3)(a)(3)

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

　　　エナメル塗り

・・・・・・・・・

７　アクリル樹脂

特注標準なしあり無釉施釉陶器磁器寸法(mm)
施工箇所

色役物うわぐすり　形状・　

　　非水分散形塗料

タイルの種類　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.16.3)

６　アクリル樹脂系

位置　・図示

伸縮調整目地　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(6.16.2)

　・使用する（形状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　エナメル塗り

 既成目地材　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.15.3)

５　フタル酸樹脂

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

　　　ペイント塗り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.14.2)

４　合成樹脂調合

ホルムアルデヒドの発散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

き　じ

・　

１　材料

３　錆止め塗料塗り

２　下地調整

直仕上（塗装他）

※ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

※２類（一般部）

※１類（水廻り）

・パーティクルボード

・　

難燃合板

※２類（一般部）

※１類（水廻り） ※５．５　・１２．０

・　
・　ラワンベニヤ

・　シナベニヤ

・有孔（寒冷紗裏貼品）

合
　
　
　
　
　
板

※５．５　・９．０（体育館)

特殊合板

※６．０　　　

※9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・　

・　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板　　　　化粧合板

※３．０・特殊加工

板　※6.0　　　・　・　

・しおじ・突板化粧合板 　　※0.3未満　・　

化粧単板　・なら

セメント

繊維強化

・　　　　　　　(0.8KF)

・0.8けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・12.0(不燃) ・　　立体模様
軒天用

・9.0(不燃)　・ 普通

・12.0(不燃) ・　　立体模様・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音(DW)
内部用

・9.0(不燃)　・12.0普通

・２５ガラスクロス包２号　３２Ｋ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(GW-B)
吸
　
音
　
材
　
料

・２５１　　号・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(RW-B)

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-D)

※１２．５(準不燃)

・１２．５(不燃)

※９．５(準不燃)

遮音シール材　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.13.2)(h)

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの発散量

７
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

17　接着剤

・木目模様
普通

※９．５(不燃)トラバーチン　　　　　　　　　(GB-NC)

※９．５(不燃)模様なし・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

※９．５・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ(GB-L)

・１２．５(不燃)・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-F)

　　　　　　　　　(GB-S)

・１２．５(不燃)・シージングせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・１５．０(不燃)

天井

せ
　
っ
　
こ
　
う
　
ボ
　ー

　
ド
　
製
　
品

・１５．０(不燃)・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R)

※１２．５(不燃)壁

・９．５(準不燃)

厚　さ　(mm)規格、区分等種　　　類名称

   　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.13.2)(表6.13.1)

・市松敷き　　※模様流し　　・　階段部分

16　断熱材

※市松敷き　　・模様流し　　・　平　　場

敷き方   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.9.3)(d)(2)

・　・　※ループパイル

・　・適用しない※６．５※500×500・カットパイル

品質の程度電気抵抗(Ω)総厚さ(mm)寸法(mm)パイル形状

タイルカーペット　　　　　　　　　　　　      　　　　　    　  (6.9.2)(表6.9.2)

・　

※人体耐電圧３ＫＶ以下・　

備　　　考帯　電　性厚さ(mm)

ニードルパンチカーペット　　  　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(6.9.2)(d)(2)

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

　　ﾙｰﾌﾟ併用

・　・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ、

15　タイル貼

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法　　３ＫＶ以下・ループパイル

・　※全面接着工法※人体耐電圧・　・カットパイル

品質の程度工　　法帯電性パイル長さ(mm)パイル形状・カット

14　ﾓﾙﾀﾙ塗り

タフテッドカーペット　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.9.2)(6.9.3)(表6.9.2)

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

・　・カット、ループ併用・Ｃ種

・ループパイル・Ｂ種

※人体耐電圧・カットパイル・Ａ種

品質の程度帯電性パイル形状種　別

13　壁紙張り

敷き 織じゅうたん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.9.2)(6.9.3)(表6.9.1)

　　３ＫＶ以下

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

・トラバーチン

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

　・適用する（・アクリル系シーリング材　・ジョイントコンパウンド） ・適用しない

　　合板張り

　　その他ﾎﾞｰﾄﾞ及び

12　せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、

11　カーペット

アスベスト含有成形板の除去（レベル３）　　　・行う

・除去箇所：普通教室棟・１～３Ｆ 女子便所、男子便所　天井

・　事前調査済

アスベスト含有吹付け材の除去（レベル１）　・行う

除去工法　　　　※改修標仕９．１．３（ｂ）（１）（ⅰ）～（ⅳ）による　　・　

　　調査方法

　・行う（採取箇所　　※図示）　　

　　　※ＪＩＳ　Ａ　１４８１（建材製品中のアスベスト含有率測定方法）による

　　　　・　

　　　・　

　　　鏡法）による。

　　　　ＪＩＳ　Ｋ　３８５０－１（空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学顕微鏡法及び走査電子顕微

　　　　　　　方はその結果が高い場合（１０本／Ｌ以上）に行う位相差・分散顕微鏡法用に

２ ２ ２　　　　（２）処理作業室の面積が５０ｍ　以下の場合は２点､３００ｍ　までは３点とする。３００ｍ　を

　　　　　　　前後１ｍ以内の範囲をいう。

　　　　　合はアスベスト繊維数濃度）

計数視野数 ５０５０

５０

　　　　　　　保存しておく。

　　　　　・位相差､分散顕微鏡法

　　　　　　　　試料採取フィルターを二分割し、一方を位相差顕微鏡法用として使用し、他

　　　　　※位相差顕微鏡法

　　　　・（社）日本作業環境測定協会発行「石綿分析結果報告書」

　　　報告書の様式

※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

０．５

５０

０．３

１２０５ ２４０

５１ １０

定量限界　　　　（本／Ｌ）

　　（１０）その他

　　　（９）定量限界

　　　（８）繊維数濃度（位相差顕微鏡法の場合は総繊維数濃度、位相差・分散顕微鏡法の場

　　測定記録項目

２５
　　　　　　　直径（ｍｍ）

（大気環境）（室内環境）

　　　測定機関は，都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

　　　　種類

　　　　　　　超えるような場合は，監督職員と協議する。

　　　　　　　含む本処理工事に直接又は間接的に係る区画、施工区画周辺とは、その区画境界の

　　　　（１）施工区画とは、処理作業室、セキュリティーゾーン、廃棄物置場、資材置場等を

の性能確認

除じん装置

を確認

空気の流れ

備　考

４方向各１点

各（　）点

各１点

各１点

又は敷地境界

施工区画周辺

又は敷地境界

撤去前）

（各処理作業室ごと）名称

　除去対象範囲　　※図示

［９．１．５］

　作業場の隔離　　・行う　　・行わない

　除去対象範囲　　※図示

［９．１．４］アスベスト含有保温材等の除去（レベル２）　　・行う

　　・セメント固化

　　※密封処理（二重袋梱包）

　除去したアスベスト含有吹付け材等の処理

　除去対象範囲　　※図示

［９．１．３］

　　　（７）計数条件（ＨＳＥテストスライドの読取りグループ番号を含む）

　　　（６）使用顕微鏡の種類（開口数を含む）

　　　（５）標本作製方法

　　　（４）試料採取条件

　　　（３）測定日時、天候、気流

　　　（２）測定点の位置の図面

　　　（１）除去するアスベスト含有建材の種類

２５ ４７

測定２，６，８

試料の吸引時間　　（分）

試料の吸引流量　（Ｌ／分）

メンブレンフィルターの

（作業環境）

測定１，４，５，７測定３

　　測定方法

口（処理作業室外の場合）

入口

セキュリティーゾーン

処理作業室内

施工区画周辺

負圧・除じん装置の排出

処理作業室内

４方向各１点

各（　）点

計２点

各（　）点

又は敷地境界

施工区画周辺

処理作業室内

（隔離シート

処理作業後

処理作業中

処理作業前

測定点数
測定場所

測定８

測定７

測定６

測定５

測定４

測定３

測定２

測定時期

測定１

測定
適用

　　測定時期、場所及び測定点数

　・行う（測定箇所　　※図示）　　

［９．１．１］アスベスト粉じん濃度測定

［９．１．１］

　　分析結果については，監督職員に報告すること

　　分析方法

分析によるアスベスト含有の調査　

※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

調査方法（１材料当たりの試料数）材料名

１　アスベスト含有建材９
　
環
　
境
　
配
　
慮
　
改
　
修
　
工
　
事

の処理工事
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ＤＲＡＷＩ ＮＧ　ＮＯ．

Ｎ

位　置　図

配置図兼仮設計画図　１： ５００

バ

ス

専

用

バ

ス

専

用

技術教室棟

屋内運動場

キュービクル

ゴ
ミ
収
集
室 体育用具庫

汚水処理場 機
械
室

屋
外
便
所

更衣室

灯
油
庫

（ 普通教室棟）

（ 特別教室棟）

▽

テニスコート

※搬入経路は、道幅が狭く近隣に住宅が建ち並ぶ為、通過する際は地元車輌優先、及び最徐行にて通過すること

※学校の運営、及び生徒の登下校に支障のないように配慮すること

※作業中の解体物、資材の搬入出には十分な安全を確保すること

※その他、今回改修工事にあたって、施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

工事対象建物

配置図

Ａ－5
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－

男子便所

（ 2-3）

１/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
３階平面図（現況）

間仕切撤去
（三方枠残し） （三方枠残し）

間仕切撤去
（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

両開き扉撤去
（枠・欄間残し）

渡り廊下

１/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
２階平面図（現況）

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（枠・欄間残し）
両開き扉撤去

（ 24. 00㎡）

ＵＰ

渡り廊下

倉庫

ＥＶ

特別支援教室

特別支援教室
図書室

倉庫

購売室

銀行

給食保管室

司書室

Ｕ
Ｐ

ＵＰ

普通教室

（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 3-4）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 3-5）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 3-6）
（ 72. 00㎡）

廊下
（ 235. 97㎡）

通路

男子便所女子便所
（ 26. 40㎡）

3
,
00
0

2
,
10
0

2,
90
0

渡り廊下

89, 000

9, 000 9, 000 6, 300 4, 310

5 6 7 8 9 19151413121110

9, 0004, 500 4, 500 4, 5004, 500 4, 500 4, 5002, 390 １/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
１階平面図（現況）Ｄ

Ｎ

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

（三方枠残し）
間仕切撤去

特別支援教室

ＷＣ

（ 24. 00㎡）

ＤＮ

Ｄ
Ｎ

ＵＰ ＤＮ

ＥＶ

廊下
（ 189. 20㎡）

教材室

普通教室
（ 1-6）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 1-5）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 1-4）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 1-3）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 1-2）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 1-1）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 2-1）
（ 72. 00㎡）

少人数教室

女子便所
（ 26. 40㎡）

Ｕ
Ｐ

ＵＰ

ＤＮ

Ｄ
Ｎ

ＵＰ ＤＮ

渡り廊下

ＥＶ

廊下
（ 228. 77㎡）

普通教室
（ 3-3）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 3-2）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 3-1）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 2-6）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 2-5）
（ 72. 00㎡）

普通教室
（ 2-4）
（ 72. 00㎡）

コンピューター

女子便所
（ 26. 40㎡）

男子便所
（ 24. 00㎡）

5
,
10
0

2
,
90
0

1
,
45
0

1
,
15
0

181716

2
,
30
0

6
,
30
0

1
,
70
0

1
0
,3
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ
2
,7
0
0

1
,
80
0

4
,
10
0

89, 000

4, 000 9, 000 9, 000 9, 000 9, 000 6, 300 6, 700 9, 0009, 000 9, 000 9, 000

4, 5004, 500 4, 5004, 500 4, 5004, 500 4, 5004, 500 3, 300 3, 000

76, 000 9, 000

1, 700 7, 3004, 5004, 5004, 5004, 5004, 5004, 5004, 300

4, 000

2, 4002, 0002, 000

2
,
3
00

6
,3
0
0

1,
7
0
0

1
0
, 3
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

2
,7
0
0

1
,
8
0
0

4
,1
0
0

4, 5004, 500 4, 5004, 500 4, 5004, 500 4, 5004, 500 3, 300 3, 000

76, 000 9, 000

1, 700 7, 3004, 5004, 5004, 5004, 5004, 5004, 5004, 300

4, 000

2, 4002, 0002, 000

3, 150 1, 7751, 775

89, 000

4, 000 9, 000 9, 000 9, 000 9, 000 6, 300 6, 700 9, 0009, 000 9, 000 9, 000

1, 775 1,7753,150

2
,
30
0

6
,
30
0

1
,
70
0

1
0
,
3
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

2
,7
0
0

5
,
90
0

4, 5004, 500 4, 5004, 500 4, 5004, 500 4, 5004, 500 3, 300 3, 000

76, 000 9, 000

1, 700 7, 3004, 5004, 5004, 5004, 5004, 5004, 500

2, 000

4, 000

4, 700

2, 0002, 000 6, 700

4, 000 9, 000 9, 000

1 2 3 4

普通教室棟　現況・撤去平面図

10

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　ＮＯ．

1:２ ０ ０

Ａ

' .2020 . 31

６

緑ケ丘中学校教室棟内部建具改修工事



ピクトサイン：１５０×１５０（アルミ）
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普通教室棟　計画平面図

ＳＰ
１

ＳＰ
１

床撤去部分復旧 床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

床撤去部分復旧

ＳＰ
１

ＳＰ
床撤去部分復旧 ３

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
３

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ
１

ＳＰ ＳＰ

床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧床撤去部分復旧 床撤去部分復旧

床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧 床撤去部分復旧

３階平面図（計画）

２階平面図（計画）

１階平面図（計画）

新設室名札：６０×２５０（アルミ）

凡　例 表示板：アルミ型材 アルマイト仕上
　　　　シルクスクリーン印刷

ベース：アルミ型材
　　　　アルマイト仕上

軟質ゴム（着脱式）8

6
0

カールプラグ
ビス ３.５×２０

室名札　詳細図（参考図） １/１０（Ａ２）

2 2

6
0

250
254

フレーム：アルミ型材 アルマイト仕上

表示板：アルミ型材 アルマイト仕上
　　　　シルクスクリーン印刷

5 5

8
.6

250

表示板：アルミ型材 アルマイト仕上
　　　　シルクスクリーン印刷

フレーム：アルミ型材 アルマイト仕上

ベース：アルミ型材 アルマイト仕上

横断面図縦断面図姿図

４ ４
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撤去範囲を示す。

凡　例

現況

改修

普通教室棟廊下　既設詳細図　１：５０

※既設との取り合い部分と現状図面に誤差がある可能性が高い為、現場の寸法を優先し施工図にて調整する。

既設詳細図　　S=1/30

計画詳細図　　S=1/30

1:３０
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床：モルタル金ゴテ押え仕上　厚２５

スチール製学校間仕切　厚８０

廊下 教室 廊下 教室

廊下 教室 廊下 教室

ＥＰ塗装

スチール製学校間仕切　厚８０

普通教室棟　教室部分詳細図

床：フローリングブロック３００角、モルタル下地込　厚２５撤去 床：フローリングブロック３００角、モルタル下地込　厚２５撤去

床：モルタル下地
フローリングブロック３００角　ＯＳＷ

床：モルタル下地
フローリングブロック３００角　ＯＳＷ

床：モルタル下地

フローリングブロック３００角　ＯＳＷ

床：モルタル下地

フローリングブロック３００角　ＯＳＷ

床：フローリングブロック　３００角床：フローリングブロック　３００角

モルタル下地込　厚２５撤去 モルタル下地込　厚２５撤去

腰壁撤去跡：モルタル補修　Ｈ１０００

腰壁撤去跡：モルタル補修　Ｈ１０００

腰壁撤去跡：

スチール製学校間仕切　厚８０

床：モルタル金ゴテ押え仕上　厚２５

－

緑ケ丘中学校教室棟内部建具改修工事

８



10

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　ＮＯ．

' .2020 . 31

１階建具平面図・展開図　１：５０ １階建具平面図・展開図２　１：５０

建具平面図・展開図 1:５０
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障　子　戸

グレージングチャンネル

補強（W≦1200ハ不要)

パ　ネ　ル

巾　　木

パネルガイド

上レール

下レール

障子戸ハズレ止メ

ガラス枠

障子戸ハズレ止メ
上レール

上レール受

横　　枠

樹脂製ビスキャップ付
シンクロンビス

シンクロン下止メ

床レール

シンクロン上止メ

調整戸車
ステンレール

ドアパネル

引戸上レール

ハズレドメ

レールガイド

ガラス枠

障　子　戸
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天井レール
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クレセント

障　子　戸

縦　　枠

取　　手戸当リゴム（黒）
ハズレドメ

スポンジザイ

引キ残シ

ドアパネル シンクロンSDPシタドメ

分割壁レール

FL

ガ　ラ　ス

シ　ー　ル

スペーサー(@350以下)

ガラリブチ ガラリ

マドブチ

シール

シール

ガラリブチ

分割壁レール

既設木枠

シール(メーカー外工事)

カバー枠(横枠)

既設木枠

シール(メーカー外工事)

カバー枠(横枠)

カバー枠

カバー枠受け

フローリング

塗り床
フローリング

塗り床

マド・ガラリ断面図

パ　ネ　ル スタッド

(メーカー外工事)

(メーカー外工事)
(メーカー外工事)(メーカー外工事)

障子戸縦断面図 引違戸縦断面図

障子戸横断面図

引違戸横断面図パネル横断面図

廊下教室

廊下教室

既設木枠
シール(メーカー外工事)

カバー枠(タテ枠)

タテ枠補強  A
SGCCt1.2

タテ枠ピース

分割壁レール

カバー枠

カバー枠受け

タテ枠補強  B
SGCCt1.2

既設木枠

シール

カバー枠(横枠)

(メーカー外工事)

横枠補強
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カバー枠(タテ枠)

教室 廊下

既設木枠

シール(メーカー外工事)

カバー枠(タテ枠)

カバー枠受け
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ガラス枠

横　　枠

塗り床
(メーカー外工事)

障子戸縦断面図

廊下教室

配管

アルミ平板t2.5
配管に合わせ上下分割

コーキング
(メーカー工事）

シール
(メーカー外工事）

(配管あり)

建具詳細図

マド・ガラリ断面図
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分割壁レール

エンドジョイント

ド　ア　枠

丁　　番

戸当リエッジ

ドア横断面図

ドア枠補強
SGCCt1.2

ドア枠カバー(タテ)
SGCCt1.6

既設パーティション枠

1:５

ドアパネル

ド　ア　枠

笠　　木

シンクロン上止メ

フローリング 塗り床

ドア縦断面図

(メーカー外工事) (メーカー外工事)

ドア枠補強
SGCCt1.2

ドア枠カバー(横)
SGCCt1.6

既設パーティション枠

スチールパーティション一覧表

ドアパネル関係 表面材
溶融亜鉛メッキ鋼板（ＳＧＣＣ）ｔ０．５／ｔ０．６　塗装仕上　

 モシクハ　カラー鋼板 （ＣＧＣＣ）ｔ０．５　 塗装仕上

充填材 ペーパーコア

ドアエッジ アルミニウム合金押出形材（Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５）塗装仕上

部材関係 笠　木 外笠木：アルミニウム合金押出形材（Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５）塗装仕上

スタッド 溶融亜鉛メッキ鋼板（ＳＧＣＣ）ｔ１．０

塗装 メラミン樹脂焼付塗料　モシクハ　ポリエステル樹脂焼付塗料

コマニー（株）ＳＷ-同等品特記

丁番

ロック金物

ステンレス２丁番

ステンレス製

表面材ドアパネル カラー鋼板（SGCC）ｔ0.5mm焼付塗装

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材 焼付塗装

「動的層間変形角面内方向1/40」インナージョイント（耐震型）仕様特記

ｴ ｯ ｼﾞ

金物

不燃スクールパーティション「高耐震仕様」一覧表
パネル 表面材 カラー鋼板（SGCC）ｔ0.5mm焼付塗装

ﾛ ｯ ｸ 引違戸錠

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC）ｔ0.8mm焼付塗装

枠 枠材

充填材 ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 

天井レール（内笠木仕様）

石こうボードt12.5裏打材

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材 焼付塗装

障子戸 ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材 ｱﾙﾏｲﾄｸﾘｱ仕上

冷間圧延鋼板（SPCC）ｔ0.8mm焼付塗装巾木・床レール

溶接レス工法後付仕様/引違戸外れ止め対策仕様備考

コマニー（株）SPart－シンクロン同等品  

建具詳細図２
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平面図（現況）

１/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
１階平面図（現況）

１/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
３階平面図（現況）

１/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
２階平面図（現況）
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購売室
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Ｕ
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普通教室
（2-3）

（72.00㎡）

普通教室
（3-4）

（72.00㎡）

普通教室
（3-5）

（72.00㎡）

普通教室
（3-6）

（72.00㎡）

廊下
（235.97㎡）

通路

男子便所女子便所
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E

スピーカー取外し・移設復旧
1号モ－ル＋AE1.2-2C  L=800

1号モ－ル＋AE1.2-2C  L=800
スピーカー取外し・移設復旧

スピーカー取外し・移設復旧
1号モ－ル＋AE1.2-2C  L=800

【工事概要】間仕切り改修に伴う空調配管配線・電気配管配線等の部分脱着工事

上記工事に関する付帯材工を見込む事。

△天井

便所ＳＷ改修参考図

1
,
3
0
0

2
,
5
0
0

便所側

▽床

廊下側

スイッチ、プレートは新品に交換
配線は既設を再利用

間仕切り撤去改修工事に伴い
配管配線を切り離し、後に
ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽを新設取付し
配管配線を接続し延長する。

新設配管配線
VVF2.0-2C(PF16)

新設位置ボックス

6ヶ所

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ蓋付

緑ケ丘中学校教室棟内部建具改修工事
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１階平面図（現況）
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２階平面図（現況）
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【工事概要】間仕切り改修に伴う空調配管配線・電気配管配線等の部分脱着工事

上記工事に関する付帯材工を見込む事。
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【工事概要】間仕切り改修に伴う空調配管配線・電気配管配線等の部分脱着工事

上記工事に関する付帯材工を見込む事。

※：撤去部材を再使用しソケット・ラッキング仕上げ材等付帯する部材は新品を使用する。

※：ガスの損失分及び付帯工事の材工を見込む事。

【注】

※：空調配管等取外し前に冷媒ガスを回収し配管等復旧完了後真空引きを施し配管の正常を確認し

(冷媒ガス回収時数量を確認して置き同量を戻す事)冷媒ガスを戻し保温材ラッキング等の復旧工事を行う。
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